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千少庵と蒲生氏郷
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天
正
一
九
年
（
一
五
九
一
）
二
月
二
八
日
、
豊
臣
秀
吉
の
怒
り
を
受

け
て
千
利
休
が
賜
死
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
千
家
は
存
続
の
危
機
を
迎
え

ま
し
た
。
利
休
の
二
人
の
息
子
の
う
ち
、
道
安
は
飛
騨
や
阿
波
な
ど
に

身
を
潜
め
、
少
庵
は
蒲
生
氏
郷
の
も
と
へ
預
け
ら
れ
ま
し
た
。
会
津
の

大
名
・
蒲
生
氏
郷
は
利
休
七
哲
の
一
人
に
挙
げ
ら
れ
る
茶
人
で
も
あ
り
、

少
庵
を
保
護
し
、
徳
川
家
康
と
秀
吉
へ
の
と
り
な
し
に
尽
力
し
ま
し
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
京
都
に
戻
っ
た
少
庵
は
、
権
力
と
一
定
の
距
離
を

持
っ
て
わ
び
茶
人
に
徹
し
、
利
休
の
茶
の
湯
を
忠
実
に
継
承
し
て
い
き

ま
し
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
宗
旦
へ
と
受
け
継
が
れ
、
現
在
に
続
く
千
家

茶
道
の
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
展
覧
会
は
第
一
部
「
利
休
の
茶
の
湯
の
継
承
者
」、
第
二
部
「
氏

郷
と
そ
の
時
代
」
の
二
部
構
成
に
よ
り
、
利
休
の
茶
の
精
神
や
そ
れ
を

受
け
継
い
だ
千
少
庵
と
蒲
生
氏
郷
の
茶
の
湯
を
ゆ
か
り
の
品
か
ら
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
会
津
を
治
め
た
蒲
生
氏
郷
と
同
時
代
の
武
将
た
ち
の

足
跡
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。　
　
　
　
（
美
術
担
当　

小
林
め
ぐ
み
）

■
講
演
会
「
千
家
の
再
興―

少
庵
と
氏
郷―

」

　

講
師
：
茶
道
資
料
館
副
館
長　

筒
井
紘
一
さ
ん

　

日
時
：
五
月
一
日（
土
）
一
三
時
三
〇
分
～
一
五
時

■
展
示
室
講
座　
＊
要
企
画
展
チ
ケ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
回
の
み
常
設
展
チ
ケ
ッ
ト
も
必
要

　
　

第
一
回
「
氏
郷
の
生
涯―

『
蒲
生
記
』
を
読
む
１
」

　
　

講
師
：
当
館
学
芸
員　

高
橋　

充

　
　

日
時
：
四
月
一
七
日（
土
）
一
三
時
三
〇
分
～
一
五
時

　
　

第
二
回
「
会
津
の
茶
の
湯
」

　
　

講
師
：
当
館
学
芸
員　

小
林
め
ぐ
み

　
　

日
時
：
四
月
二
九
日（
木
）
一
三
時
三
〇
分
～
一
五
時
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千
少
庵
と
蒲
生
氏
郷

春
の
企
画
展

主
催
：
福
島
県
立
博
物
館
・
茶
道
資
料
館

特
別
協
力
：
㈶
表
千
家
不
審
菴
・
㈶
裏
千
家
今
日
庵

協
力
：
㈳
裏
千
家
淡
交
会
会
津
支
部
・
表
千
家
同
門
会
福
島
県
支
部
会
津
方
部

　
　
　

滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館

二
〇
一
〇
年
四
月
一
七
日（
土
）～
五
月
三
〇
日（
日
）
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第
三
回
「
氏
郷
以
後
の
蒲
生
家―

『
蒲
生
記
』
を
読
む
２
」

　
　

講
師
：
当
館
学
芸
員　

高
橋　

充

　
　

日
時
：
五
月
八
日（
土
）
一
三
時
三
〇
分
～
一
五
時

　
　

第
四
回
「
茶
の
湯
に
み
る
や
き
も
の
」

　
　

講
師
：
茶
道
資
料
館
学
芸
員　

降
矢
哲
男
さ
ん

　
　

日
時
：
五
月
三
〇
日（
日
）
一
三
時
三
〇
分
～
一
五
時

■
展
示
解
説
会　
＊
要
企
画
展
チ
ケ
ッ
ト

　

日
時
：
四
月
二
五
日（
日
）
一
五
時
三
〇
分
～
一
六
時
三
〇
分

　
　
　
　

五
月
三
日（
月
）
一
三
時
三
〇
分
～
一
四
時
三
〇
分

蒲生氏郷画像　妙心寺逸伝賛
重要文化財　西光寺（西会津町）

千少庵画像　蘭叔宗秀賛　不審菴

利休遺偈写　千少庵筆　今日庵
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会
津
の
大
事
な
文
化
資
源
・
漆
。
縄
文
時
代
か
ら
現
代
ま

で
の
長
い
歴
史
。
漆
の
木
を
育
て
、
液
を
掻
き
、
木
地
を
挽

き
、
塗
り
、
装
飾
し
て
き
た
伝
統
の
技
。
何
世
代
に
も
渡
り

使
い
続
け
て
き
た
暮
ら
し
の
美
。

　

漆
は
会
津
が
守
り
育
て
て
き
た
文
化
資
源
で
す
。
会
津
の

漆
文
化
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
今
年
度
行
っ
た
〈
漆
の
く

に
・
会
津
〉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
そ
の
な
か
の
一
事
業
で
あ
る

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

地
域
の
文
化
資
源
を
活
用
し
て
地
域
の
活
性
化
を
行
っ
て

い
る
取
り
組
み
を
、
四
組
の
ゲ
ス
ト
に
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま

し
た
。〝
地
力
〟
を
〝
知
力
〟
で
ど
う
活
性
化
す
る
か
。
会

津
へ
の
ヒ
ン
ト
を
頂
き
ま

し
た
。

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト　

知
力
と
地
力

を
活
か
し
た
地
域
の
活
性
化
１

「
Ｆ―

ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
の
仕

事
」

日
時
：
平
成
二
二
年
一
月

一
六
日（
土
）
一
三
時
三

〇
分
～
一
五
時

ゲ
ス
ト
：
五
十
嵐
恵
美
さ

ん
・
星
野
若
菜
さ
ん
（
Ｆ

―

ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
）

聞
き
手
：
赤
坂
憲
雄
（
福
島
県
立
博
物
館
長
）

会
場
：
福
島
県
立
博
物
館
講
堂

　

第
一
回
目
の
ゲ
ス
ト
は
、
新
潟
市
を
拠
点
に
伝
統
工
芸
や

地
場
産
業
の
デ
ザ
イ
ン
提
案
か
ら
販
路
開
拓
ま
で
を
一
貫
し

て
請
け
負
っ
て
い
る
エ
フ
ス
タ
イ
ル
の
お
二
人
。
作
り
手
と

真
摯
に
向
き
合
い
伝
達
者
と
し
て
一
番
良
い
形
で
購
入
者
に

届
け
て
い
る
お
二
人
の
仕
事
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま

し
た
。
会
場
か
ら
は
、
そ
の
仕
事
へ
の
共
感
や
会
津
で
も
エ

フ
ス
タ
イ
ル
の
よ
う
な
存
在
が
必
要
と
い
う
声
も
聞
こ
え
て

き
ま
し
た
。

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト　

知
力
と
地
力
を
活
か
し
た
地
域
の
活
性
化
２

「
会
津
の
地
力
」

日
時
：
平
成
二
二
年
二
月

一
九
日（
金
）
一
五
時
～

一
七
時

ゲ
ス
ト
：
山
形
洋
一
さ
ん

（
前
喜
多
方
市
美
術
館
長
）

渡
邊
晃
一
さ
ん
（
福
島
大

学
准
教
授
・
福
島
大
学
芸

術
に
よ
る
地
域
創
造
研
究

所
長
）

聞
き
手
：
赤
坂
憲
雄（
福
島

県
立
博
物
館
長
）

会
場
：
福
島
県
立
博
物
館

講
堂

　

第
二
回
は
、
喜
多
方
市
内
で
蔵
の
ま
ち
な
ら
で
は
の
ア
ー

ト
イ
ベ
ン
ト
「
喜
多
方
あ
ー
と
ぶ
ら
り
～
」
を
九
年
間
に
わ

た
り
開
催
し
て
い
る
山
形
洋
一
さ
ん
と
、
会
津
本
郷
焼
の
産

地
・
旧
会
津
本
郷
町
（
現
・
会
津
美
里
町
）
で
や
き
も
の
の

ま
ち
な
ら
で
は
の
「
風
と
土
の
芸
術
祭
」
を
企
画
監
修
し
て

イ
ベ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト

い
る
渡
邊
晃
一
さ
ん
を
お
招
き
し
、
土
地
の
魅
力
を
ア
ー
ト

が
引
き
出
し
、
人
や
文
化
を
ア
ー
ト
が
育
て
て
い
る
こ
と
な

ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
か
ら
は
、
地
域
の

人
々
が
能
動
的
に
文
化
事
業
を
運
営
す
る
こ
と
へ
の
感
動
や

地
域
の
活
性
化
に
お
け
る
ア
ー
ト
の
効
果
へ
の
気
づ
き
の
声

が
あ
り
ま
し
た
。

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト　

知
力
と
地
力
を
活
か
し
た
地
域
の
活
性
化
３

「
越
後
妻
有
と
ア
ー
ト
の
力
」

日
時
：
平
成
二
二
年
二
月
二
〇
日（
土
）
一
三
時
三
〇
分
～
一
五
時

ゲ
ス
ト
：
北
川
フ
ラ
ム
さ
ん
（
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン

ナ
ー
レ
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

聞
き
手
：
赤
坂
憲
雄
（
福
島
県
立
博
物
館
長
）

会
場
：
福
島
県
立
博
物
館
講
堂

　

第
三
回
の
ゲ
ス
ト
は
、
新
潟
県
十
日
町
市
を
中
心
と
し
た

越
後
妻
有
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
「
越
後
妻
有
大
地
の
芸
術

祭
」
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
北
川
フ
ラ
ム
さ
ん
。
芸
術
祭
開
催

の
経
緯
や
、
裏
話
、
作
品
制
作
秘
話
な
ど
を
ご
紹
介
い
た
だ

き
な
が
ら
、
ア
ー
ト
が
地
域
や
社
会
と
関
わ
る
事
で
生
ま
れ

る
変
化
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
か
ら

は
、
ア
ー
ト
へ
の
可
能
性
、

地
域
つ
く
り
へ
の
新
し
い
姿

へ
の
共
感
の
声
が
あ
り
ま
し

た
。

（
美
術
担
当　

小
林
め
ぐ
み
）

平
成
二
一
年
度
文
化
庁
美
術
館
・
博
物
館
活
動
基
盤
整
備
支
援
事
業

　
〈
漆
の
く
に
・
会
津
〉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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Ｑ
：
玄
如
節
と
民
謡
「
会
津
磐
梯
山
」
の
歌
詞
が
似
て
い
ま

す
が
、
関
係
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
：
現
在
、
会
津
の
各
地
で
盆
踊
り
に
歌
わ
れ
る
「
会
津
磐

梯
山
」
の
も
と
歌
は
、
玄
如
節
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
昭
和
初

期
に
小
唄
勝
太
郎
と
い
う
民
謡
歌
手
が
、
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

し
ま
す
が
、
流
調
さ
や
音
曲
な
ど
む
ず
か
し
か
っ
た
た
め

か
、
編
曲
さ
れ
て
今
日
の
よ
う
な
「
会
津
磐
梯
山
」
の
民
謡

と
な
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
玄
如
節
と
同
じ
歌

詞
が
あ
る
の
で
す
。「
会
津
磐
梯
山
は
宝
の
山
よ
、
笹
に
黄

金
が
え
ー
ま
た
な
り
下
が
る
ー
」
な
ど
は
、
そ
の
一
例
で
す
。

Ｑ
：
玄
如
節
を
ウ
タ
ゲ
イ
と
も
呼
び
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な

意
味
が
あ
る
の
で
す
か
。

Ａ
：
玄
如
節
を
歌
う
人
を
ウ
タ
ゲ
イ
と
か
ウ
タ
ゲ
と
呼
び
ま

す
。ウ
タ
ゲ
イ
と
呼
ば
れ
る
人
は
村
に
一
人
や
二
人
が
お
り
、

祭
り
や
講
中
な
ど
に
は
お
互
い
に
出
か
け
、
玄
如
節
を
歌
い

競
い
合
っ
た
と
言
い
ま
す
。
玄
如
節
は
古
く
は
決
ま
っ
た
歌

詞
が
な
く
、
掛
け
合
い
で
即
興
的
に
歌
詞
を
作
り
、
そ
れ
を

玄
如
節
の
節
ま
わ
し
で
歌
い
ま
す
。
ウ
タ
ゲ
イ
た
ち
は
次
々

と
歌
を
歌
い
続
け
ま
す
。
歌
詞
が
で
き
ず
歌
え
な
く
な
る

と
、
負
け
に
な
り
ま
す
。
歌
い
競
う
た
め
に
相
手
を
皮
肉
っ

た
り
、
悪
態
的
な
歌
詞
も
出
て
、
相
手
を
封
じ
込
め
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
聴
衆
た
ち
が
な
る
ほ
ど
と
感
心
を
す

る
よ
う
な
歌
詞
を
歌
い
、
相
手
に
勝
つ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ウ
タ
ゲ
イ
は
男
女
共
に
お
り
ま
す
。
ウ
タ
ゲ
イ
、
そ
の
呼
称

か
ら
は
、
古
代
の
筑
波
山
の
歌
垣
（
ま
た
は
嬥
女
）
を
も
連

想
さ
れ
ま
す
。
玄
如
節
を
掛
け
合
い
で
歌
う
と
き
は
、
観
音

堂
の
前
な
ど
で
掛
行
灯
を
真
ん
中
に
下
げ
、
そ
の
ま
わ
り
に

車
座
に
な
り
歌
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
：
玄
如
節
の
ゲ
ン
ジ
ョ
と
は
、
ど
う
い
う
意
味
が
あ
る
の

で
す
か
？

Ａ
：
一
般
に
は
、会
津
若
松
市
の
天
寧
寺
と
い
う
お
寺
に「
元

朝
」
と
い
う
美
僧
が
お
り
、
毎
朝
水
を
汲
み
、
御
仏
に
供
え

て
い
ま
し
た
。
村
の
娘
た
ち
が
元
朝
を
見
た
さ
に
水
汲
み
に

行
く
の
で
す
が
、
霧
が
出
て
そ
の
姿
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
と

言
い
ま
す
。
ま
た
、「
げ
ん
」
と
い
う
母
親
孝
行
の
娘
が
お
り
、

母
の
病
気
が
治
る
こ
と
と
、
娘
に
恋
し
た
男
た
ち
か
ら
避
け

た
い
た
め
神
に
祈
願
す
る
と
、
母
は
元
気
に
な
り
霧
が
出
て

男
た
ち
に
姿
を
見
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。

そ
ん
な
言
い
伝
え
を
「
玄
如
見
た
さ
に
朝
水
汲
め
ば
、
姿
隠

し
の
霧
が
出
る
」
と
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
民
俗
学
を
体

系
づ
け
た
柳
田
國
男
は
、
宗
教
芸
術
に
携
わ
っ
て
い
た
漂
泊

の
女
性
で
あ
っ
た
ろ
う
と
す
る
仮
説
を
述
べ
て
い
ま
す
。
定

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
：
古
代
の
歌
垣
に
関
連
し
た
民
謡
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う

な
形
式
の
民
謡
は
他
に
も
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
：
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
で
す
。
玄
如
節
は
会
津
の
民
謡
の

代
表
的
存
在
で
あ
る
と
同
時
に
、
わ
が
国
の
民
謡
、
歌
謡
の

源
流
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
古
い
姿
を
と
ど
め
た
民
謡
と

い
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
民
謡
を
今
日
ま
で
歌
い
続
け
て
き

て
い
る
と
こ
ろ
に
、
会
津
の
民
俗
性
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

玄
如
節

Q
&
A

回
答
者

民
俗
担
当

佐
々
木
長
生

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
イ
ベ
ン
ト　

国
際
博
物
館
の
日
記
念
事
業

「
玄
如
節
と
会
津
の
民
謡
」

　

玄
如
節
顕
彰
会
に
よ
る
公
演
で
す
。
民
謡
「
会
津
磐
梯
山
」

の
も
と
に
な
っ
た
「
玄
如
節
」
と
会
津
の
伝
統
的
民
謡
を
紹
介

し
ま
す
。

日
時　

平
成
二
二
年
五
月
一
五
日（
土
）

　
　
　

一
三
時
三
〇
分
か
ら
一
五
時

場
所　

福
島
県
立
博
物
館　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

即興による玄如節の公演風景
（平成20年８月３日、県立博物館講堂）
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天
然
ス
ギ

小
澤　

義
春　
自
然
担
当

　

ス
ギ
は
日
本
を
代
表
す
る
高
木
の
常
緑
針
葉
樹
で
す
。
林
業
樹
種

と
し
て
最
も
盛
ん
に
植
林
さ
れ
、
全
人
工
林
面
積
の
四
三
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
杉
材
は
適
度
の
強
度
と
耐
朽
性
が
あ
り
割
裂
し
易
い
た

め
、
古
代
か
ら
建
築
用
材
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
杉
の
名

は
幹
が
真
っ
直
ぐ
に
伸
び
る
木
、
つ
ま
り
直す

ぐ
木き

に
由
来
す
る
よ
う

で
す
。

　

天
然
の
ス
ギ
は
青
森
県
鰺あ
じ
が
さ
わ

ヶ
沢
町
を
北
限
、
鹿
児
島
県
屋
久
島
を

南
限
と
し
て
分
布
し
て
い
ま
す
。
天
然
ス
ギ
と
は
、
実
生
、
伏
状
、

倒
木
な
ど
の
天
然
更
新
に
よ
り
後
継
樹
が
生
育
す
る
も
の
で
す
。
天

然
の
ス
ギ
は
古
く
か
ら
伐
採
さ
れ
、
か
つ
植
林
が
繰
り
返
さ
れ
て
き

た
の
で
人
為

が
加
わ
る
前

の
生
育
域
を

明
ら
か
に
す

る
の
は
困
難

で
す
。現
在
、

集
中
分
布
が

認
め
ら
れ
る

の
は
、青
森
・

秋
田
地
方
、

北
陸
や
山
陰

の
日
本
海
沿

い
の
地
域
、

佐
渡
島
、
会

津
地
方
西

部
、
伊
豆
半

島
、
紀
伊
半

島
、
高
知
県

魚や

梁な

瀬せ

地
方
、
屋
久
島
な
ど
で
す
。
形
態
・
生
態
並
び
に
木
材
製
品

の
特
性
が
地
域
で
異
な
る
た
め
、
秋
田
杉
、
飯い
い
で豊
杉
、
吉
野
杉
、
魚

梁
瀬
杉
、
屋
久
杉
等
地
名
を
冠
し
て
地
域
品
種
で
呼
ば
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

ス
ギ
科
は
世
界
に
九
属
一
六
種
現
生
し
ま
す
が
、
日
本
に
は
ス
ギ

属
一
種
の
み
が
自
生
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
学
名
ク
リ
プ
ト
メ
リ
ア
・

ヤ
ポ
ニ
カ
（Cryptom

eria japonica

）
の
「
ス
ギ
」
で
日
本
の
固

有
種
で
す
。
ス
ギ
は
少
な
く
と
も
新
第
三
紀
鮮
新
世
以
降
日
本
列
島

に
分
布
を
始
め
、
第
四
紀
の
数
回
の
氷
河
期
を
生
き
延
び
た
「
第
三

紀
の
残
存
植
物
」
と
見
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
終
氷
期
最
盛
期
（
約

二
五
、
〇
〇
〇
～
一
五
、
〇
〇
〇
年
前
ま
で
の
間
）
に
若
狭
湾
や
伊

豆
半
島
な
ど
に
逃
避
し
て
い
た
ス
ギ
が
、
晩
氷
期
の
温
暖
化
に
よ
り

生
育
域
を
北
上
さ
せ
た
と
す
る
説
が
あ
り
ま
す
。
若
狭
湾
逃
避
の
ス

ギ
は
日
本
海
岸
沿
い
に
、
伊
豆
半
島
逃
避
の
ス
ギ
は
太
平
洋
岸
沿
い

に
そ
れ
ぞ
れ
北
上
し
た
と
さ
れ
ま
す
。
猪
苗
代
湖
北
西
の
赤あ
か

井い

谷や

地ち

湿
原
で
は
、
花
粉
化
石
か
ら
約
五
、
〇
〇
〇
年
前
か
ら
ス
ギ
が
増
加

を
始
め
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

一
連
の
分
布
域
が
太
平
洋
側
と
日
本
海
側
に
分
か
れ
る
の
は
、
こ

う
し
た
植
生
の
変
動
を
反
映
し
た
も
の
と
言
え
そ
う
で
す
。
両
者
に

形
態
変
異
が
認
め
ら
れ
る
た
め
日
本
海
側
の
ス
ギ
は
「
ウ
ラ
ス
ギ
」、

太
平
洋
側
の
ス
ギ
は
「
オ
モ
テ
ス
ギ
」
と
し
て
区
別
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
一
般
に
ウ
ラ
ス
ギ
は
オ
モ
テ
ス
ギ
に
比
べ
て
耐
陰
性
が

強
く
、
枝
は
下
垂
し
て
い
て
雪
を
か
ぶ
っ
て
枝
が
地
に
つ
く
と
、
そ

こ
か
ら
発
根
し
て
新
た
な
独
立
木
と
な
る
伏ふ
く
じ
ょ
う
こ
う
し
ん

状
更
新
が
行
わ
れ
ま

す
。
一
方
、
オ
モ
テ
ス
ギ
で
は
天
然
下
種
に
よ
る
実
生
更
新
が
見
ら

れ
ま
す
。
ウ
ラ
ス
ギ
の
針
葉
は
湾
曲
し
て
柔
ら
か
い
触
感
で
す
が
、

オ
モ
テ
ス
ギ
は
直
線
的
で
触
る
と
痛
い
な
ど
の
違
い
も
あ
り
ま
す
。

　

会
津
地
方
に
は
、
飯
豊
ス
ギ
、
本ほ
ん

名な

ス
ギ
、
吾あ

妻づ
ま

ス
ギ
の
天
然
ス

ギ
が
あ
り
ま
す
。
飯
豊
ス
ギ
は
、
飯
豊
連
峰
の
福
島
県
側
山
域
に
分

布
す
る
天
然
ス
ギ
の
総
称
で
す
。
喜
多
方
市
山
都
町
鳥と

屋や

森も
り

山
を
中

心
と
す
る
稜
線
部
域
と
西
会
津
町
奥
川
北
西
稜
線
部
域
に
集
中
分

布
し
て
い
ま
す
。
尾
根
筋
に
多
く
生
育
し
沢
筋
に
は
わ
ず
か
で
す
。

尾
根
筋
に
は
ポ
ド
ゾ
ル
性
土
壌
が
線
状
に
分
布
し
て
い
ま
す
が
、
天

然
ス
ギ
の
列
生
と
見
事

に
一
致
し
て
い
ま
す
。

根
返
り
や
斜
面
崩
壊

な
ど
の
地
表
撹か
く

乱ら
ん

に
よ

り
、
ポ
ド
ゾ
ル
性
土
壌

の
尾
根
筋
は
鉱
物
質
土

壌
が
露
出
し
や
す
い
条

件
に
あ
り
ま
す
。
ス
ギ

は
本
来
鉱
物
質
土
壌
で

の
み
実
生
更
新
の
機
会

が
確
保
で
き
ま
す
。
そ

の
た
め
天
然
ス
ギ
が
尾

根
筋
な
ど
に
偏
在
す
る

こ
と
を
地
形
的
・
土
壌

的
極
相
と
見
な
す
ば

か
り
で
な
く
、
地
表
撹

乱
に
依
存
し
た
樹
種
と

見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

本
名
ス
ギ
は
、
金
山
町
本
名
の
霧
来
沢
流
域
並
び
大
石
田
沢
流
域

に
自
生
す
る
天
然
ス
ギ
で
す
。
北
塩
原
村
早
稲
沢
の
天
然
ス
ギ
は
、

西
吾
妻
山
西
域
に
生
育
す
る
こ
と
か
ら
吾
妻
ス
ギ
と
呼
ば
れ
ま
す
。

下
垂
し
た
枝
が
匍ほ
ふ
く匐
・
発
根
し
て
い
る
林り
ん

分ぶ
ん

も
見
ら
れ
ま
す
。

　

夏
の
企
画
展
「
森
に
生
き
山
に
遊
ぶ
！
」
で
は
、
小
学
生
五
～
六

人
分
の
大
き
さ
の
ト
チ
ノ
キ
、
キ
リ
ノ
キ
、
さ
ら
に
ス
ギ
ノ
キ
の
輪

切
り
原
木
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
長
さ
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
代
の
樹
木
サ
ン
プ
ル
を
総
数
三
〇
本
展
示
し
ま
す
。
福
島
県
内
五

九
市
町
村
ご
と
の
〝
ま
ち
の
木
〟
で
製
作
し
た
ピ
ー
ス
を
組
み
合
わ

せ
て
福
島
県
地
図
を
完
成
さ
せ
る
、
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
で
遊
べ
る

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
森
は
動
い
て
い
る
」
と
題
し
て
講
演
会
（
七
月
一
八
日
）、

樹
木
観
察
会
（
七
月
一
一
日
）
を
関
連
し
て
開
催
し
ま
す
。

研
究
ノ
ー
ト

尾根筋に列生する飯豊スギ　　喜多方市鳥屋森山周辺

ウラスギ系統の鎌状針葉
西会津町奥川

オモテスギ系統の直線状針葉
浪江町赤宇木
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夏
の
企
画
展 

予
告

森
に
生
き
山
に
遊
ぶ
！

―
 

ふ
く
し
ま
の
森
林
文
化 ―

■
会
期　

平
成
二
二
年
六
月
二
六
日（
土
）～
八
月
二
二
日（
日
）
　

観
覧
無
料
で
す
。

　

森
林
環
境
税
に
よ
り
ふ
く
し
ま
森
林
文
化
企
画
展
実
行
委
員
会
が

主
催
す
る
展
覧
会
で
、
県
内
の
五
つ
の
施
設
が
連
携
し
ま
す
。
白
河

市
の
ま
ほ
ろ
ん
は
考
古
資
料
、
福
島
市
の
歴
史
資
料
館
は
歴
史
資
料
、

い
わ
き
市
の
ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
ま
は
森
と
海
の
関
係
、
大
玉
村

の
フ
ォ
レ
ス
ト
パ
ー
ク
あ
だ
た
ら
は
森
の
自
然
の
体
験
、
そ
し
て
当

館
は
県
内
の
森
林
の
分
布
な
ど
現
在
の
姿
を
と
ら
え
、
さ
ら
に
森
と

か
か
わ
る
人
々
の
く
ら
し
に
焦
点
を
あ
て
ま
す
。

　

ま
ず
只
見
町
の
ブ
ナ
の
大
木
の
巨
大
な
垂
れ
幕
や
美
し
い
映
像
で

森
の
世
界
に
い
ざ
な
い
ま
す
。
市
町
村
の
木
を
使
っ
た
パ
ズ
ル
。
縄

文
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
林
立
す
る
柱
。
一
本
の
樹
木
か
ら
削
り
だ

さ
れ
た
力
強
い
仏
像
。
山
に
抱
か
れ
た
里
の
特
産
物
麻
の
恩
恵
を
う

け
花
開
い
た
芝
居
の
文

化
。
森
の
く
ら
し
に
使
わ

れ
て
き
た
い
ろ
ん
な
道

具
。
と
に
か
く
森
を
テ
ー

マ
に
し
た
楽
し
い
空
間
を

用
意
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

森
林
の
基
本
デ
ー
タ
は

し
っ
か
り
と
ご
紹
介
し
ま

す
。
学
び
と
楽
し
み
の
融

合
し
た
展
示
空
間
で
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。 

（
民
俗
担
当　

榎　

陽
介
）

ト
ピ
ッ
ク
ス

テ
ー
マ
展

会
津
の
茶
の
湯

　
　

―
 

会
津
本
郷
焼
と
会
津
漆
器
の
名
品
・
江
戸
か
ら
現
代
ま
で ―

会　期：４月17日（土）～５月30日（日）
会　場：常設展部門展示室　歴史美術
観覧料：一般・大学生／260円　小中高校生／無料
＊常設展料金でご覧になれます。

　企画展「千少庵と蒲生氏郷」にあわせて、少庵と氏郷が活躍した時代以降の会
津の茶の湯をご紹介します。江戸時代の会津本郷焼の茶碗、水指などの茶陶、会
津漆器の茶懐石道具や、近現代に活躍した会津の工芸作家による茶道具などを展
示。会津の茶の湯の歴史と会津の工芸の粋をご覧ください。

灰釉茶碗　銘 会津川
（個人蔵・福島県立博物館寄託）

松竹梅漆絵折敷
（個人蔵・福島県立博物館寄託）



　
「
千
少
庵
と
蒲
生
氏
郷
」

　

会
期　

４
月
17
日（
土
）～
５
月
30
日（
日
）

○
企
画
展
関
連
行
事

　

展
示
室
講
座
第
１
回
「
氏
郷
の
生
涯―

『
蒲
生
記
』
を
読
む
１
」

　

講
師　

学
芸
員　

高
橋　

充

　

日
時　

４
月
17
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時

　
　
　
　

視
聴
覚
室
・
企
画
展
示
室

　

展
示
室
講
座
第
２
回
「
会
津
の
茶
の
湯
」

　

講
師　

学
芸
員　

小
林
め
ぐ
み

　

日
時　

４
月
29
日（
木
）13
時
30
分
～
15
時

　
　
　
　

視
聴
覚
室
・
企
画
展
示
室
・
常
設
展
示
室

　

展
示
室
講
座
第
３
回
「
氏
郷
以
後
の
蒲
生
家―

『
蒲
生
記
』
を
読
む
２
」

　

講
師　

学
芸
員　

高
橋　

充

　

日
時　

５
月
８
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時

　
　
　
　

視
聴
覚
室
・
企
画
展
示
室

　

展
示
室
講
座
第
４
回
「
茶
の
湯
に
み
る
や
き
も
の
」

　

講
師　

茶
道
資
料
館
学
芸
員　

降
矢
哲
男
さ
ん

　

日
時　

５
月
30
日（
日
）13
時
30
分
～
15
時

　
　
　
　

視
聴
覚
室
・
企
画
展
示
室

　

講
演
会
「
千
家
の
再
興―

少
庵
と
氏
郷―

」

　

講
師　

茶
道
資
料
館
副
館
長　

筒
井
紘
一
さ
ん

　

日
時　

５
月
１
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時　

講
堂

　

展
示
解
説
会

　

講
師　

学
芸
員　

高
橋　

充
・
小
林
め
ぐ
み

　

日
時　

４
月
25
日（
日
）15
時
30
分
～
16
時
30
分　

企
画
展
示
室

　

展
示
解
説
会

　

講
師　

学
芸
員　

高
橋　

充
・
小
林
め
ぐ
み

　

日
時　

５
月
３
日（
月
）13
時
30
分
～
14
時
30
分　

企
画
展
示
室

※
御
薬
園
茶
懐
石
講
座
「
江
戸
時
代
の
会
津
の
茶
会
記
か
ら
」

　

講
師　

伝
統
料
理
研
究
家　

平
出
美
穂
子
さ
ん

　
　
　
　

学
芸
員　

小
林
め
ぐ
み

　

日
時　

５
月
９
日（
日
）11
時
～
14
時　

御
薬
園

　

ア
ク
ア
マ
リ
ン
・
潮
風
ア
ー
ト
茶
会

　

日
時　

５
月
16
日（
日
）11
時
～
15
時　

ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
ま

　

野
口
英
世
青
春
通
り
お
も
て
な
し
ト
ー
ク

　
　

第
１
部
：
き
む
ら
と
し
ろ
う
じ
ん
じ
ん
さ
ん
ト
ー
ク

　
　
　
　
　
　
「
野
点
屋
さ
ん
の
魅
力
」

　
　

第
２
部
：「
高
校
生
が
作
っ
た
天
目
茶
碗

～
会
津
工
業
高
校
の
取
り
組
み
」

　

講
師　

陶
芸
家　

き
む
ら
と
し
ろ
う
じ
ん
じ
ん
さ
ん

　
　
　
　

会
津
工
業
高
校
教
諭　

佐
藤
正
道
さ
ん

　

日
時　

５
月
23
日（
日
）13
時
30
分
～
16
時　

野
口
英
世
青
春
通
り

　
「
平
成
新
指
定
史
跡
展
覧
︱
未
来
へ
つ
な
ぐ
福
島
の
遺
跡
︱
」

　

会
期　

２
月
13
日（
土
）～
５
月
16
日（
日
）

　
「
会
津
の
茶
の
湯

―

会
津
本
郷
焼
と
会
津
漆
器
の
名
品
・
江
戸
か
ら
現
代
ま
で―

」

　

会
期　

４
月
17
日（
土
）～
５
月
30
日（
日
）

　
「
ふ
る
さ
と
の
考
古
資
料
１―

会
津
若
松
市
遺
跡
探
訪―

」

　

会
期　

５
月
29
日（
土
）～
平
成
23
年
５
月
15
日（
日
）

　
「
昭
和
の
く
ら
し―

あ
の
頃
の
家
電
製
品―

」

　

会
期　

６
月
８
日（
火
）～
３
月
21
日（
月
）

　
「
白
虎
隊
の
図
像
学
」

　

会
期　

６
月
12
日（
土
）～
８
月
１
日（
日
）

　
「
笹
山
原
遺
跡
群
の
旧
石
器
」

　

会
期　

４
月
20
日（
火
）～
５
月
28
日（
金
）

　
「
三
角
縁
神
獣
鏡
と
会
津
の
銅
鏡
」

　

会
期　

４
月
20
日（
火
）～
９
月
26
日（
日
）

　
「
恵
日
寺
絵
図
」

　

会
期　

４
月
22
日（
木
）～
５
月
26
日（
水
）

　
「
腕
足
類
っ
て
な
に
？
」

　

会
期　

４
月
24
日（
土
）～
６
月
４
日（
金
）

　
「
い
わ
き
市
考
古
資
料
館
第
１
回
企
画
展
・
福
島
県
立
博
物
館
移
動
展
」

　

会
期　

４
月
21
日（
水
）～
８
月
31
日（
火
）

　

福
島
県
立
博
物
館
・
㈶
会
津
若
松
文
化
振
興
財
団
共
催
事
業

　
「『
音
の
化
石―

イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
』

會
津
風
雅
堂
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

出
演　

会
津
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
皆
さ
ん
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

参
加
の
子
ど
も
た
ち

　

会
場　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

　

日
時　

４
月
25
日（
日
）13
時
30
分
～
15
時

　

国
際
博
物
館
の
日　

記
念
事
業
「
玄
如
節
と
会
津
の
民
謡
」

　

出
演　

玄
如
節
顕
彰
会
の
皆
さ
ん

　

会
場　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

　

日
時　

５
月
15
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時

　　

第
１
回
『
遠
野
物
語
』
を
読
む
１

　

講
師　

館
長　

赤
坂
憲
雄

　

日
時　

４
月
１
日（
木
）13
時
30
分
～
15
時

　

第
２
回
『
遠
野
物
語
』
を
読
む
２

　

講
師　

館
長　

赤
坂
憲
雄

　

日
時　

５
月
６
日（
木
）13
時
30
分
～
15
時

　

第
３
回
『
遠
野
物
語
』
を
読
む
３

　

講
師　

館
長　

赤
坂
憲
雄

　

日
時　

６
月
３
日（
木
）13
時
30
分
～
15
時

○
民
俗
講
座

　

映
像
か
ら
学
ぶ
民
俗
学
①
「
千
歯
扱
き
」

　

講
師　

専
門
員　

佐
々
木
長
生

　

日
時　

６
月
13
日（
日
）13
時
30
分
～
15
時　

講
堂

○
歴
史
講
座

　

漆
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ
１
「
縄
文
時
代 

漆
の
考
古
学
」

　

講
師　

学
芸
員　

森　

幸
彦

　

日
時　

６
月
５
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時　

講
堂

　

漆
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ
２
「
会
津
の
戦
国
大
名
と
漆
」

　

講
師　

学
芸
員　

高
橋　

充

　

日
時　

６
月
12
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時　

講
堂

　

漆
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ
３
「
簗
田
家
文
書
と
漆
」

　

講
師　

学
芸
員　

阿
部
綾
子

　

日
時　

６
月
19
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時　

講
堂

　

漆
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ
４
「
明
治
期
子
ど
も
読
み
物
に
見
え
る
漆
器
」

　

講
師　

学
芸
員　

佐
藤
洋
一

　

日
時　

６
月
27
日（
日
）13
時
30
分
～
15
時　

講
堂

○
自
然
史
講
座

　

※
野
外
講
座
「
郡
山
で
化
石
を
さ
が
そ
う
」

　

講
師　

学
芸
員　

竹
谷
陽
二
郎
・
相
田　

優

　

日
時　

５
月
22
日（
土
）９
時
30
分
～
17
時　

郡
山
市
逢
瀬
町
河
内

高
広
山
林
道
・
郡
山
市
ふ
れ
あ
い
科
学
館

　
　
　
　

小
雨
決
行
、雨
天
延
期
の
時
は
翌
週
29
日（
土
）に
順
延
。申

込
は
郡
山
市
ふ
れ
あ
い
科
学
館
へ（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
４―

９
３

６―

０
２
０
１
）

○
実
技
講
座

　

※
「
須
賀
川
の
絵
の
ぼ
り
製
作
・
小
旗
作
り
」

　

講
師　

伝
統
技
術
保
持
者　

大
野
青
峯
さ
ん
・
大
野
久
子
さ
ん

　

日
時　

５
月
５
日（
水
）13
時
30
分
～
15
時　

体
験
学
習
室

　

※
三
島
の
編
み
組
細
工
①
「
山
ぶ
ど
う
細
工
」

　

講
師　

伝
統
技
術
保
持
者　

菅
家
藤
一
さ
ん

　

日
時　

６
月
20
日（
日
）13
時
30
分
～
16
時　

実
習
室

○
実
演

　

昔
語
り

　

講
師　

語
り
部　

横
山
幸
子
さ
ん

　

日
時　

５
月
２
日（
日
）13
時
30
分
～
15
時　

体
験
学
習
室

　

昔
語
り

　

講
師　

語
り
部　

山
田
登
志
美
さ
ん

　

日
時　

６
月
６
日（
日
）13
時
30
分
～
15
時　

体
験
学
習
室

　

＊
展
示
解
説
員
に
よ
る
常
設
展
総
合
展
示
の
案
内
で
す
。

　

＊
毎
週
土
曜
日
、日
曜
日
の
11
時
と
14
時
か
ら
30
分
ほ
ど
行
い
ま
す
。

４
月　

５
日（
月
）・
12
日（
月
）・
19
日（
月
）・
26
日（
月
）

５
月　

10
日（
月
）・
17
日（
月
）・
24
日（
月
）・
31
日（
月
）

６
月　

７
日（
月
）・
14
日（
月
）・
21
日（
月
）・
22
日（
火
）・
28
日（
月
）

＊
要
申
込
の
行
事
は
基
本
的
に
開
催
日
の
１
ヶ
月
前
か
ら
募
集
を
開
始
し

ま
す
が
、
異
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
そ
の
他
、
行
事
等
の
詳
細
に
関
し
ま
し
て
は
、
月
行
事
予
定
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

季
刊

博
物

館
だ

よ
り

　
96号

　
2010年

３
月

26日
発

行
　

編
集

・
発

行
　

福
島

県
立

博
物

館
　

〒
965－0807　会

津
若

松
市

城
東

町
１

－25　
TEL0242－28－6000　

印
刷

　
陽

光
社

印
刷

株
式

会
社

　
福

島
市

南
矢

野
目

字
萩

ノ
目

裏
１

－１
　

TEL024－553－4600

information
企
画
展

	

※
は
要
申
込

リサイクル適正		A

４
月
～
６
月
の
休
館
日

テ
ー
マ
展

	

※
常
設
展
料
金
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

ポ
イ
ン
ト
展

	
※
常
設
展
料
金
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
イ
ベ
ン
ト

講
演
・
講
座

	

※
は
要
申
込

や
さ
し
い
展
示
解
説

特
集
展

	

※
常
設
展
料
金
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

移
動
展

木
曜
の
広
場


